














正解・解答例 
 

教科・科目名 地学（前期日程試験：令和６年度） １／４ 問題番号 R4 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
理学部（数学，地球，創造） 

 

 

１ 

 

２５％ 

 

採点時の配点 

５０点 

 

問 1 C（4％） 

 

問 2 与えられた式より，mB - mA = -2.5 {log10(lB/l0)-log10 (lA/l0)} 

= -2.5 log10 (lB/lA) = 2.5 log10 (10000) = 2.5×4 = 10 

よって mB = 10 + mA = 10 - 1.44 = 8.56 （3％） 

8.56 （3％） 

 

問 3 ドップラーシフト（ドップラー効果） （4％） 

v = c×Δλ/λ0                 （4％） 

 

問 4 太陽質量を M0とすると，地球との間でケプラーの第三法則は 

a3/P2 = GM0/(4π2)        （式１） 

である。この時，a は 1 天文単位，P は 1 年である。これに対しシリウス

A と Bの場合は平均距離が aの 20倍，周期が Pの 50 倍なので 

(20a)3/(50P)2 = G(MA+MB)/(4π2) （式 2）となる。 

式 2を式 1で割ると，8000/2500 = (MA+MB)/ M0 。よって MA+MB = 3.2 M0で

ある。共通重心までの距離の比は質量の比の逆数になるため， 

MA: MB = 2:1 である。 

よって，MA =3.2 M0*2/3=2.133 M0, MB =3.2 M0*1/3=1.067 M0。（3％） 

 

A の質量 2 倍  B の質量  1 倍    （4％） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  



教科・科目名 地学（前期日程試験：令和６年度） ２／４ 問題番号 R4 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
理学部（数学，地球，創造） 

 

 

２ 

 

２５％ 

 

採点時の配点 

５０点 

 

問１ 酸素（4%）  

※元素記号でも可 

 

問 2 ②，根拠：①に比べて②の方が Si に乏しいため 16 字（5%） 

※両方正解で 5％ 

 

問 3 斜長石（4％） 

※「長石」なら 3％，「アルカリ長石」なら 0％ 

 

問 4 地球の Fe の大部分が核に取り込まれたため，マントルと地殻は Feに

乏しい（33 文字）（5%） 

※「核」という語句が含まれていることが必須 

 

問 5 マントルに含まれる Si, Fe, Mg, Ca のモル数は 100g あたり，それぞ

れ 21/28.1=0.7473 mol, 6/55.8=0.1075 mol, 23/24.3=0.9465 mol, 

2/40.1=0.0499 mol となり，Fe+Mg+Ca=1.1039 mol となる。したがって，

(Fe+Mg+Ca)/Si=1.1039/0.7473=1.4771 

が得られる。造岩鉱物全体に占める輝石のモル分率をｘとすると，

(Fe+Mg+Ca)/Si=2(1-x)+x=2-x 

となる。(Fe+Mg+Ca)/Si=1.4771 としてこの式を解くと，x=0.523 が得られ

る。 

したがって，輝石の割合は 52モル％ （7％） 

※(Fe+Mg+Ca)/Si の値が求められれば 4％ 

 

 

 

 

 

 

  

 



教科・科目名 地学（前期日程試験：令和６年度） ３／４ 問題番号 R4 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
理学部（数学，地球，創造） 

 

 

３ 

 

２５％ 

 

採点時の配点 

５０点 

 

問１ ア  N-S  イ 東 ウ 石炭 エ 白亜（1％×4＝4％） 

 

問２ c  （1％×1＝1％） 

地表面と断層 E の交線は直線なので，断層面は垂直である。断層 E によっ

て，D層と A層の境界ならびに D層と C層の境界はずれているが，それらの

境界の高度は断層の南北で変化していない。以上のことと断層のずれは一方

向であることから，断層 E は横ずれ断面である。123 字 （4％） 

         

問３ 三葉虫，アンモナイト，コノドント，フズリナ，フデイシ，トリゴニ

ア，モノチス，イノセラムス などの中から３つ回答（2％×3＝6％） 

 

問４ (Ⅰ)14C (II) 14N（2％×2＝4％） 

 

問５ A 層，B層，C層の順で堆積した後，それらの地層が傾斜した。その

後，陸化し，侵食された後，D層が堆積した。さらにその後，断層 Eが

活動した。最後に，山頂で溶岩が噴出した。83字 （6％） 

        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        



教科・科目名 地学（前期日程試験：令和６年度） ４／４ 問題番号 R4 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
理学部（数学，地球，創造） 

 

 

４ 

 

２５％ 

 

採点時の配点 

５０点 

 

問１ Ａ 対流圏  Ｂ 熱圏 Ｃ 圏界面 （1％×3＝3％） 

 

問２ Ｄ 露点  Ｅ 潜熱 （1％×2＝2％） 

 

問３ オゾン層が太陽の紫外線を吸収し，大気を暖めているためである。 29

字 （3％） 

 

問４ 酸素発生型の光合成を行うシアノバクテリアの出現によって大気中

の酸素濃度が上昇した。41 字 （5％） 

 

問５ 31     

地点１の温度は 25℃ 乾燥断熱減率で 1000m まで上昇するので 10℃低下 

1000 m の温度は 15℃。そこから 1500 m を 0.6℃/100 m，山頂では 6℃。 

その後 2500 m を 1℃/100 m の割合で上昇する。 地点 2では 31℃ 

（6％） 

 

問６ 54 

露点は 15℃なので，この空気の塊の水蒸気圧は 17.1 hPa である。よって，

地点１の空気の塊の温度は 25℃で，その飽和水蒸気圧は 31.7 hPa であるこ

とから相対湿度は 53.9%である。 

17.1/31.7=0.539 53.9% 

（6％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 地学（前期日程試験：令和６年度） 問題番号 R4 

対 象 学 

部・ 

学科(課程)等 

 理学部（数学，地球，創造） 

出題のねらい 

 
１ 恒星と連星に関する知識と理解度を問う。 
 
 
２ マントル・地殻の化学組成に関する知識および説明力をみる。 
 
 

３ 地質図と示準化石に関する知識および説明力をみる。 
 
 
４ 大気圏とフェーン現象に関する知識および説明力をみる。 
 
 

採 点 基 準 
 

(点数は200点 

満点の場合） 

 
１ 配点25％ ５０点 
  問1  8点       合計8点 
  問2  各6点×2      合計12点 
  問3  各8点×2      合計16点 
  問4  14点         合計14点 
 
 
２ 配点25％ ５０点 
  問1  8点        合計8点 
  問2  10点       合計10点 
  問3  8点        合計8点 
  問4  10点            合計10点 
  問5  14点            合計14点 
              
   
３ 配点25％ ５０点 
  問1  各2点×4     合計8点 
  問2  10点         合計10点 
  問3  各4点×3       合計12点 
  問4  各4点×2       合計8点 
    問5  12点          合計12点 
 
 
４ 配点25％ ５０点 
  問1  各2点×3     合計6点 
  問2  各2点×2     合計4点 
  問3  6点        合計6点 
  問4  10点       合計10点 
  問5  12点          合計12点 
    問6  12点          合計12点 
 
 

 


